


 

  気管支喘息と花粉症は,いずれも即時型の気道アレルギーであることから,類

似した扱いを受けることが多く,それらが示す表現型の差は単に抗原の違いに

もとづくものとして考えられがちである。確かに両者を合併する例も僅か乍ら

みられ,アトピー素因の一部で共通した面をもつことは明らかであるが,上気

道・下気道という反応の場の違いをぬきにしても,両者それぞれの個体間には極

めて異なる背景因子が多々存在する。私共は過去の成績から,この点で両者の相

違点となりうるものを 6項目に分けて調査してみた。 


